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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 茨城県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 明野町立村田小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ １ ７
１３

児童数 ３１ ３３ ３６ ３１ ３４ ２６ ５ １９６

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

学びの力を身に付けながら，学習意欲を高め，学力の向上を目指す学習指導の在り方
－算数科における個に応じたきめ細かな指導を通して－

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１～６年生・算数
児童の理解の状況に差が出やすい教科であるため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
・個に応じた指導のための教材開発
・個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫
・評価を生かした指導の改善

○ 研究の見通し（仮説）
仮説１

発展的・補充的な学習のための時間を単元末に設定し，定期的・継続
的に行うことや個に応じた教材開発をすれば，一人一人の学習の理解を
深め「学びの力」を伸ばすことができるであろう。

仮説２，
平 指導形態や指導体制の工夫改善をし，効果的な少人数指導やティーム
成 ・ティーチングを行い，ひとり学びの進め方の支援をすれば，学びの習

慣化を図りながら学習意欲を高めることができるだろう。15
年 仮説３
度 児童の学習課題に対する取り組みを的確にとらえ，自己評価や教師の

評価を継続的に行い指導に生かすことにより，意欲をもって活動するよ
うになり，｢学びの力｣をもった児童をはぐくむことができるであろう。

○ 研究の内容・方法
( ) 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発1
○発展的な学習のための教材開発
○補充的な学習のための教材開発

( ) 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善2
○指導形態の工夫改善
○時間割と指導体制の工夫
○少人数学習の効果的活用の工夫

( ) 児童の学力の評価を生かした指導の改善3
○年間指導計画と評価規準の見直し
○ふりかえりカードを活用した自己評価の工夫
○補助簿を生かした評価の工夫

○ テーマ
・個に応じた指導のための教材開発
・個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫，改善
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・評価を生かした指導の改善
○ 研究の見通し（仮説）
仮説１

発展的・補充的な学習のための時間を小単元，単元末に設定し，定期
的・継続的に行うことや個に応じた教材開発をすれば，一人一人の学習
の理解を深め，個に応じた指導ができるであろう。

仮説２，
指導形態や指導体制の工夫改善をし，効果的な少人数指導やティーム

平 ・ティーチングを行い，ひとり学びの進め方の支援をすれば，学びの習
成 慣化を図ることができ，個に応じた指導ができるだろう。

仮説３16
年 児童の学習課題に対する取り組みを的確にとらえ，自己評価や教師の
度 評価を継続的に行い指導に生かすことにより，意欲をもって活動るすよ

うになり，｢学びの力｣をもった児童をはぐくむことができるであろう。
○ 研究の内容・方法
( ) 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発1
○発展的な学習のための教材開発
○補充的な学習のための教材開発

( ) 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善2
○指導形態の工夫改善
○時間割と指導体制の工夫
○少人数学習の効果的活用の工夫

( ) 児童の学力の評価を生かした指導の改善3
○年間指導計画と評価規準の見直し
○ふりかえりカードを活用した自己評価の工夫
○補助簿を生かした評価の工夫

( ) 研究推進体制3

研 究 組 織
研究推進委員会

全体研修

実践研究部 調査・資料研究部

授業研究部 評価研究部 調査・資料研究部

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○ 算数の時間全ての学年において， 【算数の学習は好きですか】
複数の教員で指導にあたることで，
より個に応じた指導が可能になり教
師側からは「児童一人一人の学習の
習得状況が把握できる ，児童側か」
らは「自分の考えを認めてもらえる
ようになり，算数が好きになった」
など一人一人を大切にした指導方法
が充実できた。

(平成１５年６月， 月全員１９６人調べ)12
○ 学校便りや研究便り等各種たよりを通じての広報活動， 総会や懇談会でPTA
の保護者への説明，積極的な授業公開等で習熟度別学習等の理解を深めてきた
結果，保護者の理解も徐々に得られるようになり，アンケートでは「効果があ
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がる」の項目が増えた。

◎ ｡ ◎ ｡少人数で指導したら 学力は向上すると思いますか 算数で 人の担当を今後も実施して欲しいですか, 2

○ 全学級で学級を少人数に分ける指導方法の研究を進めたことにより，少人数
指導の効果的な場面や の関わり方が明らかになってきた。その結果，教師TT
の指導に自信が生まれ，児童には知識の定着，技能面の定着が深まった。

○ 見直した年間計画をもとに振り返りカードを作成した。そこで，児童に学習
計画を明らかにし，単元の冒頭に短時間で単元の見通しをもたせ，毎時間の学
習の自己評価を進めたことで，児童が自分の学習の習得状況を把握できるよう
になり，学習コースの選択がより的確にできるようになった。

○ フロンティアティチャーを中心に学校間の情報交換をすることによって，少
人数指導の工夫や教材開発について研修が深まり，個に応じた指導が充実する
ようになった。

２．今後の課題

○ 個人差に対応するためには，単元末の習熟度別の学習を進めてきたが，高学
年においては単元を通しての習熟度別学習が必要であることを痛感している。
そこで，習熟度別学習の進め方についてさらなる研究を深め，学力向上に努め
たい。

○ 評価と指導の一体化について実践・研究を進め，より効果的，効率的な評価
の在り方について研究したい。

○ 幼・小・中の連携がまだまだ不十分である。連携可能な単元の選定や方法の
研究を進めていきたい。

○ 研究の成果の効果的な普及の在り方について研究したい。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ 児童に対して
・アンケート調査

目的 児童の意識を調査をするため
内容 情意面と学習形態等や今後について
時期 ６月と１２月の２回実施

・ＤＲＴ学力検査
目的 児童の観点別の学力調査，児童の学力の変容調査のため
内容 ４教科(国語，社会，算数，理科)
時期 ２月

○ 保護者に対して
・アンケート調査

目的 保護者の意識を調査をするため
内容 情意面と学習形態等や今後について
時期 ６月と１２月の２回実施

○ 教師に対して
・学校評価等の実施

目的 教師の意識調査のため
時期 年間３回ぐらい
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Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 学力向上フロンティア事業中間発表会
期日 平成１５年１１月１２日(水)
場所 茨城県真壁郡明野町立村田小学校
対象 県内フロンティアスクール，県西地区の各小中学校，保護者

※｢研究のあゆみ｣を作成し，参加者全員に配布した。
○ 平成１５年度の研究について，本校のホームページで公開している。

http://academic2.plala.or.jp/muratael/
○ ＰＴＡ総会，学年懇談，学級懇談等での説明

期日 毎学期１回
対象 保護者

○ 積極的な授業公開(授業参観等を利用して)
期日 年間４回
対象 保護者

○ 地区，県への報告

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校Ｖ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級Ｖ

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 □ 少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導Ｖ Ｖ

□ 一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 □ 算数 □ 理科Ｖ

□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭
□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □ 有 □ 無Ｖ
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